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のりあい交通の周知強化を
答弁…一層の周知啓発に取り組んでいく

交通

問　のりあい交通について以下３点を伺う。

①子育て関連等施設（児童館・こもれびの森

等）での周知強化。②若い世代の利用促進に

向けたモニターキャンペーンの実施。③子育

て世代や若年層への情報発信の充実に向けた

シラオ仮面活用による広報拡充の検討。

答　①子育て関連施設に登録申請ができる 
　Q Rコード付きの案内ポスターを掲示し、周

知を強化する。②モニ

ターキャンペーンは運

行体制の維持や効率化

等の課題と併せて将来

的な可能性を整理する。

③シラオ仮面を活用し

たＰＲ動画やＳＮＳで

の情報発信を図る。

子育て支援拡充と
給食費の補助公平化を

答弁…社会情勢を踏まえ子育て支援に取り組む

子育

問　市が重点的に推進している子育て支援施

策は。また、当市中学生の市内外通学状況と、

市立のみ給食費補助対象とする理由を伺う。

さらに、市内通学者と同等の補助を望む市外

通学者の保護者からの声を踏まえ、通学先に

かかわらず補助ができないか伺う。

答　こども家庭センターによる包括的支援、

子どもの居場所づくり、保育所の計画的整備

を重点的に推進している。通学の状況は市内

約95％、市外約5％。給食費補助は市立学校

給食事業への支援制度であり、市外通学者へ

の基準設定が困難なため、拡大の予定はない。

福祉

問　この助成事業は、令和７年７月から開始

されたが、今年度の申請の状況は。

　令和７年度における県内自治体の平均助成

金額は、２万６千円であった。来年度予算編

成に向け、他の自治体の事例を踏まえ、上限

を２万円から更に増額する考えは。

答　今年度は７月末時点で、11名の申請があ

った。昨年7月に開始したばかりの取組のた

め、まずは利用状況や手続き方法などの検証・

分析を優先し、今後の運

用の過程において、他自

治体の事例なども参考に

しつつ、必要に応じて制

度の見直しについて検討

していく。

災害時協力井戸の制度周知と
登録目標は

答弁…災害時協力井戸の登録者の増加に努める

防災

問　災害時協力井戸とは、大規模な災害で水

道が断水したときに、近隣の住民へ生活用水

として提供してもらうため、自治体に登録さ

れた個人や法人の井戸である。制度の周知の

方法はどのように行っているか。災害時協力

井戸の登録目標をどのように考えているか。

答　制度周知及び登録者の募集をホームペー

ジや広報紙、行政区等への案内、イベントで

のチラシ配布など多方面で実施している。登

録目標数の設定はないが、登録者の少ないエ

リアに重点を置いた周知を行うなど、効果的

な方法を模索し、登録者の増加に努める。

高齢者補聴器購入助成の
更なる充実を
答弁…必要に応じて制度の見直しを検討する

浜
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きよし

志 議員（日本共産党）

▲録画配信
（９月２日一般質問）

▲録画配信
（９月２日一般質問）
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